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ま 題話のち

　
　
月
２
日
に
増
毛
中
学
校
で
第
　
回
学

１０

５９

校
祭
、
９
日
は
増
毛
小
学
校
で
学
習
発
表

会
、
　

日
に
は
あ
っ
ぷ
る
保
育
所
の
発
表

１６

会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
保
護
者
を
含

む
た
く
さ
ん
の
観
客
に
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
増
毛
中
学
校
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作

劇
「
増
毛
果
樹
園
物
語
」
で
増
毛
に
果
樹

栽
培
が
広
ま
っ
た
い
き
さ
つ
を
、
笑
い
を

ま
じ
え
な
が
ら
も
迫
真
の
演
技
で
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
増
毛
小
学
校
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
教

育
が
一
般
的
と
な
っ
た
１
４
０
年
後
の
増

毛
小
を
描
い
た
６
年
生
の
劇
『
Ｍ
１
４
０

～
夢
と
希
望
を
未
来
へ
～
』
が
客
席
の
感

動
を
誘
い
ま
し
た
。

　
あ
っ
ぷ
る
発
表
会
で
は
、
幼
児
た
ち
が

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
を

め
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
元
気
に
お
遊
戯
な
ど

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

①実話をふまえたオリジナルス

トーリーが展開された増中生徒に

よる演劇　②屋台で来場者をおも

てなしする増中生徒　③完成度の

高いロボットの衣装などにも注目

が集まった増小６年生による演劇

④はじめての学習発表会で緊張し

ている増小１年生の楽器演奏　

⑤元気な歌声で会場を沸かせた

あっぷる保育所ぶどう組　⑥リズ

ム良く楽器を鳴らして会場を盛り

上げたあっぷる保育所りんご組

練
習
の
成
果
を
発
表

　
　
月
８
日
、
元
陣
屋
に
お
い
て
第
　

１０

２５

回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
増
毛
児
童
作
品
展
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
絵
画
・
書
道
合
わ
せ
て
　１９

作
品
が
入
賞
。
入
賞
者
た
ち
は
緊
張
し

た
様
子
で
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
を
受
け
と
っ

て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

※
今
回
「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞
」
を

受
賞
し
た
瀬
川
翔
貴
く
ん
、
深
味
葵

咲
さ
ん
の
作
品
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

全
国
児
童
作
品
展
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

【
書
写
の
部
】

◆
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞

　
瀬
川
　
翔
貴
く
ん
（
増
毛
小
６
年
）

◆
増
毛
町
長
賞

　
深
味
　
葵
咲
さ
ん
（
増
毛
小
５
年
）

◆
増
毛
町
教
育
長
賞

　
林
　
慶
輔
く
ん
　（
増
毛
小
５
年
）

◆
増
毛
町
文
化
協
会
長
賞

　
廣
野
　
晴
菜
さ
ん
（
増
毛
小
３
年
）

◆
金
賞

　
伊
藤
　
実
羽
さ
ん
（
増
毛
小
４
年
）

　
吉
田
　
風
花
さ
ん
（
増
毛
小
４
年
）

◆
銀
賞

　
會
田
　
州
哉
く
ん
（
増
毛
小
６
年
）

　
武
田
　
心
花
さ
ん
（
増
毛
小
５
年
）

◆
銅
賞

　
伊
藤
　
彩
葉
さ
ん
（
増
毛
小
５
年
）

　
竹
内
　
瑛
汰
く
ん
（
増
毛
小
２
年
）

【
絵
画
の
部
】

◆
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞

　
深
味
　
葵
咲
さ
ん
（
増
毛
小
５
年
）

◆
増
毛
町
長
賞

　
土
佐
　
愛
莉
さ
ん
（
増
毛
小
５
年
）

◆
増
毛
町
教
育
長
賞

　
倉
井
渉
太
郎
く
ん
（
増
毛
小
５
年
）

◆
増
毛
町
文
化
協
会
長
賞

　
後
藤
　
哉
翔
く
ん
（
増
毛
小
２
年
）

◆
銀
賞

　
一
岡
　
太
一
く
ん
（
増
毛
小
２
年
）

　
三
國
幸
一
郎
く
ん
（
増
毛
小
６
年
）

◆
銅
賞

　
工
藤
　
奏
人
く
ん
（
増
毛
小
３
年
）

　
野
村
　
英
春
く
ん
（
増
毛
小
４
年
）

　
島
野
友
萌
子
さ
ん
（
増
毛
小
６
年
）

芸
術
の
秋
、
到
来

②②

①①

⑥⑥

⑤⑤

④④

③③

▲ＭＯＡ美術館奨励賞を受賞した瀬川翔貴くんと作

品「友達」（写真左）、深味葵咲さんと作品「増毛線

を走る列車」（写真右）
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ま 題話のち

　
　
月
　
日
、
増
毛
町
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

１０

２２

（
石
田
か
お
る
部
長
）
が
暑
寒
沢
の
山
林
で
植

樹
会
を
行
い
、
関
係
者
含
め
　
名
が
ミ
ズ
ナ
ラ

２９

の
苗
１
２
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
豊
か
な
山
か
ら
流
れ
る
川
は

海
に
栄
養
を
与
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
か
ら
、供
緑
を
増
や
し
て
魚
を
増
や
す
僑
を
合

い
言
葉
に
約
　
年
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

２０

す
。
こ
の
日
寒
空
の
中
、
暑
寒
沢
山
麓
の
増
毛

漁
協
所
有
地
に
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
あ

ら
か
じ
め
掘
ら
れ
た
穴
に
そ
れ
ぞ
れ
苗
を
埋
め
、

ス
コ
ッ
プ
で
土
を
か
け
る
な
ど
し
て
作
業
。
関

係
者
は
「
山
は
海
の
供
恋
人
僑。
今
後
も
継
続
し

て
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

山
は
海
の
供
恋
人
僑

　
人
権
擁
護
委
員
の
庄
司
道
子
さ
ん
（
南

畠
中
町
）
が
、
永
年
の
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
の
活
躍
と
功
績
が
認
め
ら
れ
、
標
記

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
庄
司
さ
ん
は
平
成
　
年
か
ら
　
年
に

１７

１１

渡
っ
て
人
権
擁

護
委
員
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
月
１
日
付

１０
け
で
、
吉
田
章

さ
ん
（
南
畠
中

町
）
が
新
た
に

人
権
擁
護
委
員

に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
吉
田
さ

ん
は
　
年
以
上

３０

増
毛
町
役
場
職

員
と
し
て
勤
務

さ
れ
、
町
民
か

ら
の
信
頼
も
厚

く
自
治
会
役
員

な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
適
任
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
今
回
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
元
章
夫
さ
ん
（
暑
寒
町
）
も

引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

功
績
が
認
め
ら
れ
法
務
大
臣
表
彰

ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
！

　
　
月
　
日
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン

１０

３１

ト
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
！
」
が
　
月
　
日
に
元
陣
屋
で
開
か
れ
、
子
ど

１０

１５

も
や
保
護
者
な
ど
約
　
名
が
参
加
し
、
○
×
ク
イ

６０

ズ
や
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
な

ど
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
魔
女
や
魔
法
使
い
、
カ
ボ
チ
ャ

の
衣
装
な
ど
、
思
い
思
い
の
仮
装
で
参
加
。
正
解

す
る
と
お
菓
子
が
も
ら
え
る
○
×
ゲ
ー
ム
で
は
、

正
解
を
飛
び
跳
ね
て
喜
ぶ
場
面
も
。
記
念
撮
影

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
友
達
同
士
や
、
親
子
で
ポ
ー
ズ

を
き
め
て
撮
影
し
、
思
い
出
を
写
真
に
お
さ
め
て

い
ま
し
た
。

ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
！

　
　
月
　
、　

の
両
日
、
ま
し
け

１０

１５

１６

マ
ル
シ
ェ
に
お
い
て
秋
の
大
収
穫

祭
が
開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約
９
０
０
人
が
マ

ル
シ
ェ
を
訪
れ
、
増
毛
の
秋
の
味
覚
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　
　
日
は
、
堀
町
長
に
よ
る
ジ
ャ
ム
づ
く
り
実

１５
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
エ
プ
ロ
ン
姿
の
堀
町

長
は
軽
快
な
ト
ー
ク
で
盛
り
上
げ
な
が
ら
手
慣

れ
た
様
子
で
ジ
ャ
ム
作
り
を
す
す
め
、
約
　
分
１５

ほ
ど
で
完
成
。
味
、
ト
ー
ク
と
も
に
大
好
評
で

し
た
。

　
　
日
は
ニ
シ
ン
の
三
平
汁
と
お
に
ぎ
り
が
無

１６
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
来

場
者
は
ふ
る
さ
と
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

「
ま
し
け
マ
ル
シ
ェ
」
秋
の
大
収
穫
祭
！

葛
法
務
大
臣
表
彰
を
受
章
し

た
庄
司
道
子
さ
ん

滑
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に

任
命
さ
れ
た
吉
田
章
さ
ん
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　駅前通りの景観整備事業の一環として開催

された本セミナーは、ＪＲ留萌線増毛－留萌

間廃線後の増毛駅や駅周辺のあり方について、

専門家の講演、駅周辺を歩いての意見交換、

堀町長と町民の代表によるパネルディスカッ

ションを行い、駅周辺の将来を考えました。

増毛町まちづくりセミナー2016
「増毛駅周辺のこれからを考える」

　果樹パッケージデザインの作製・印刷や、

道内外の各イベントに出展し増毛産果樹をＰ

Ｒ。今年度は、札幌フルーツマルシェ（札幌

市地下歩行空間）、とかちばんばまつり（帯広

市）、旭川食べマルシェ（旭川市）、横浜京急

百貨店（横浜市）などで販売や試飲・試食を行

いＰＲしました。

増毛フルーツの里事業

　ＪＲ留萌線留萌－増毛間廃線後にどうやっ

て人を呼び寄せるか、旅行者や観光客のニー

ズを探るため、旅行会社の企画によるモニ

ターツアーを実施しました。

　旭川や士別方面から約40名の参加者が大

型バスで来町し、丸一本間家や国稀酒造、果

樹園などを見学しました。

モニターツアー事業

　インバウンド（訪日外国人観光客）の誘客

に向けて台湾の旅行会社６社からツアープラ

ンを担当するスタッフ10名を招いて、寿司の

握り体験や町内果樹園でのりんご狩りなど体

験してもらい、増毛の魅力をＰＲしました。

海外観光客の
ルート招致企画会議事業

　「タコザンギ」をＰＲするため、ラベルやのぼり

を製作したほか、サッポロビール★道産子感謝Ｄ

ＡＹ（札幌市）、旭川食べマルシェ（旭川市）、北海

道フェア ｉｎ 代々木（東京都）等で販売し、たくさ

んの方に食べてもらうことで、増毛の新たなご当

地グルメをＰＲしました。

ご当地グルメＰＲ事業

地

方

創

生

　
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
『
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
』
を
使
っ
て
、
平
成
　
年
度
に

２８

増
毛
町
で
実
施
さ
れ
た
事
業
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

駅前通り景観整備事業
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　“増毛町”を効率的に売り込むにはどうしたら良いのか。ど

んな手段を使えばたくさんの方々に増毛町の魅力が伝わるの

か。テレビやラジオでＣＭを流すのが一番てっとり早いので

はないか。インターネット社会の現代だからＦａｃｅｂｏｏｋや

Ｔｗｉｔｔｅｒなどのソーシャルネットワーキングサービスを利

用するのがいいのではないか。

　情報化社会の今、ひとつの“モノ”を売り込む・ＰＲする

には様々な方法があり、それぞれに一定の効果があると思い

ます。しかし、上記の方法のみを利用して、あとは宣伝の効

果が出るのを待つだけ…という受け身の姿勢で、その“モノ”の本当の魅力を伝えることはできるので

しょうか。

　私は、その“モノ”の良さや魅力を十分に伝えることができ

るのはやはり「人」、そして「熱意」だと思います。その“モノ”

の本当の魅力を知っている「人」が「熱意」を持って真っ直ぐに

相手に言葉で伝える。シンプルながら最も効果的な手段です。

　…と広報マンらしくないマジメーなことを熱く語ってしまい

ましたが、今回はその「熱意」を持って海を渡り、増毛町ＰＲ戦

士と化して全身全霊で増毛の魅力を売り込んできた熱い男達に

密着いたしました！

　まずは９月28日から５日間にわたって横浜市の京急百貨店

で開催された『大北海道展』で増毛産の果樹と地酒国稀をＰＲ！

　りんごの試食や増毛産果汁ジュースの試飲がはじまると、瞬く間に行列が！「へ～北海道でもりんご

採れるんだ～」という言葉にがっかりするスタッフ。しかし“その人たちに知ってもらうためにＰＲし

ているんだ！”と自らを奮い立たせながら大勢のお客さんを相手に汗だくで頑張っていました。堀町長

も、国稀の振る舞い酒を配りながら、自らがセールスマンとなってＰＲ活動。試食・試飲や振る舞い酒

を飲んだお客さんたちからは「おいしいコレ！」「ぞうもうちょう？どこにあるの？」など色々な意味で

興味を持っていただいた様子でした。また、京急百貨店では「さよなら増毛線」というテーマのパネル

展も同時に開催されました。（写真上右、上左）

　続いては９月29日から４日間、東京代々木公園で開催された『北海道フェア ｉｎ 代々木』で増毛の新

ご当地グルメ「タコザンギ」や甘えび唐揚げなどのグルメとふるさと納税をＰＲ！おいしそうな写真が

印刷された大きい看板のおかげか、増毛ブースの前には長い行列が！「やわらかくてうめ～コレ」「ぞう

もうちょう？どこにあるの？」…。「ぞうもうと書いて増毛町です！名前だけでも覚えて帰ってくださ

い！」の決まり文句とともに広報マンもお手伝い！ふるさと納税担当スタッフは公園内のステージで増

毛ブースとふるさと納税について宣伝し、そのおかげもあってかその日のうちに納税の手続きをしてく

れたお客さんも多数おりました。（写真左下、右下）

　熱意のこもった情報を、言葉で直接相手に伝えることが増毛ファンの増加につながる一番の近道です。

遠くに住む知人、友人に、あなたの熱意をぶつけて増毛ファンを少しでも増やすご協力をお願いしま

す！

ｖｏｌ，１ ８
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　平成２７年度の増毛町の各会計歳入歳出決算について、９月に開かれた町議会第３回定例

会で認定されました。

平成27年度

増 毛 町 会 計 決 算 報 告

　一般会計の決算額は、歳入（収入）が49億2，766万円、歳出（支出）が47億2，163万円

で、翌年度へ繰り越す事業の財源1，623万円を差し引き、1億8，980万円の黒字決算となり

ました。

一般会計の決算状況

　歳入は、大きく分けて「自主財

源」と「依存財源」に区分するこ

とができます。

　「自主財源」は、町税や使用料・手数料など、町が

自主的に収入を得ることができるお金で、歳入全体

の２７．５％を占めます。

　「依存財源」は、地方交付税や国・道支出金、町債

などで、歳入全体の７２．５％を占めており、特に地方

交付税は５５．２％と歳入全体の半分以上を補っている

のが現状です。地方交付税は景気に大きく左右され

ますが、今後も堅実な財政運営が求められます。

　歳出は、大きく分けて「投資的

経費」と「消費的経費」に区分す

ることができます。

　「投資的経費」は、その経費の支出効果が長期にわ

たり、固定的な資本形成となるもので、普通建設事

業費の２億５，７４８万円と災害復旧事業費の１，０６０万円

がそれにあたり、歳出全体の５．７％を占めています。

　「消費的経費」は、支出効果が単年度または短期間

で終わるもので、投資的経費以外の４４億５，３５５万円

で、歳出全体の９４．３％を占めています。

　また、目的別では右の円グラフのとおり、公債費

（借金の返済）に占める割合が１６．６％（７億８，２２５万

円）と大きく、苦しい財政状況を表していますが、

借入を圧縮しているため、借金の残高や返済額は

年々減少してきています。

歳　入
（一般会計）

【歳　入】

49億2,766万円

歳　出
（一般会計）

【歳　出】

47億2,163万円

①町税　②使用料・手数料ほか　③寄附金
④地方交付税　⑤国道支出金　⑥町債
⑦地方譲与税ほか
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【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

早
出
・
遅
出
・
夜
勤
の
３
交

替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

早
出
・
遅
出
の
日
勤
２
交
替

制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
、

あ
な
た
の
都
合
に
合
わ
せ
て

調
整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

　
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
３
９
埀４
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

　
・
時
給
　
　
　
８
３
０
円

　
・
日
給
　
６
埀
５
０
０
円

※
資
格
、
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

※
勤
務
形
態
に
よ
り
手
当
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

【
調
理
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可

■
勤
務
時
間

・
早
出
６
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１５

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
そ
の
他
　
パ
ー
ト
勤
務
も
可

○
条
件

　
週
３
日
勤
務

　
勤
務
時
間
遅
出
の
み

　
賃
金
日
給
６
埀
３
０
０
円

【
清
掃
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金
　
日
給
６
埀
２
０
０
円

◎
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
申
込
方
法
】

採
用
決
定
ま
で
随
時
受
付
。

履
歴
書
に
有
資
格
者
は
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
、
明
和

園
に
提
出
願
い
ま
す
。（
郵

送
可
）

 
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

　
広
報
　
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

１０

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
を
お
願

い
ま
す
。

■
接
種
日
時

・
　
月
　
日（
月
）

１１

１４

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１４

００

・
　
月
　
日（
火
）

１１

１５

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１２

００

・
　
月
４
日（
日
）

１２
　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１６

００

※
空
い
て
い
る
時
間
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所
　
健
康
一
番
館

■
予
約
方
法

役
場
福
祉
厚
生
課
保
健
指
導

係
ま
で
電
話
等
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
接
種
費
用

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
２
埀
８
０
０
円

・
肺
炎
球
菌

　
５
埀
６
０
０
円

※
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
・
料

金
に
つ
い
て
は
、
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

町
内
で
は
、
町
立
市
街
診
療

所
に
お
い
て
も
、　

月
５
日

１２

（
月
）以
降
に
接
種
を
行
い
ま

す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
健
康
一

番
館
で
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
福
祉
厚
生
課
・
保
健
指
導
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

　
お
酒
が
好
き
な
人
は
、
誰
も

が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
酒
好
き

と
依
存
症
は
違
う
の
？
あ
の
人

は
依
存
症
？
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
基
本
を
理
解
す
る
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
電
話
で
お
申

募

集

暮 報情のしら

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
調
理
員
・
清
掃
員
）

お
知
ら
せ

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を

理
解
す
る
研
修
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
　
月
額
五
千
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
　
月
額
一
万
円【
　
ヶ
月
間
】

１２
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込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
　
月
　
日（
金
）

１１

１８

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

００

１４

２０

■
開
催
場
所

　
留
萌
振
興
局
　
２
階
講
堂

■
内
容

　『
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
理

解
と
適
切
な
対
応
』

　
講
師：

北
海
道
立
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
　
田
辺
 等
氏

■
申
込
締
切
　
　
月
　
日（
火
）

１１

１５

申
込
・
問
合
せ
先

　
留
萌
保
健
所
・
健
康
推
進
課

　（
電
話
 ４
２
倆
８
３
２
７
）

　
平
成
　
年
８
月
末
現
在
、
全

２８

国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど

で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て
い

る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
始

め
と
し
て
、
約
７
３
０
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、

暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、

横
領
等
の
事
件
に
関
し
て
指
名

手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
罪

を
敢
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯

罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、

　
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を

１１挙
げ
て
追
跡
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期

検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発

見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
が
是

非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情

報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

 
留
萌
警
察
署
刑
事
課

　（
電
話
 ４
２
倆
０
１
１
０
）

指
名
手
配
被
疑
者
の

　
検
挙
に
ご
協
力
を
！

暮 報情のしら

（
宮
園
町
１
丁
目

　
電
話
 　
倆
１
６
６
０
）

４２

藤
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
　
月
　
日
】

１１

１３

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

鈴木まもる 著青柳　幸利 著

「体脂肪が５％減った」「高血圧症が
治った」世界が注目。医学的に解き
明かした長生きできる歩き方とは。
健康にいいウォーキングと、悪い
ウォーキング、その違いは、どこに
あるのか？

やってはいけないウォーキング

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、増毛町以外の地域でも様々な手段を
用いて情報伝達訓練が行われます。

　（１） 訓練実施日時　　平成２８年１１月２９日（火）　１１時００分ごろ
　（２） 訓練で行う放送試験

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施します！

放送内容情報伝達手段

　増毛町内に設置してある防災行政無線から、一斉に、
次のように放送されます。
【放送内容】　　上りチャイム音
　　　　　　　＋　「これは、テストです。」×３
　　　　　　　＋　「こちらは、ぼうさい増毛です。」
　　　　　　　＋　下りチャイム音

防災行政無線

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを
通じて瞬時にお伝えするシステムです。

【お問い合わせ先】増毛町役場総務課電話　５３－１１１１

　ぼく達６人。海の救助隊。いつ
でも、どこでも助けに行くよ。今
日も朝から訓練だ。海からカモメ
が飛んできた。「はやく来て」って
言ってるみたい。何だろう？とに
かく、救助隊、出動だ！

すすめ！うみのきゅうじょたい
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除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
方
法
な
ど

■
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
申
込
み
で
き

る
人

①
平
成
　
年
度
の
町
民
税
が
非
課

２８

税
の
世
帯

②
本
年
　
月
１
日
時
点
で
　
歳
以

１２

６５

上
の
み
の
世
帯
及
び
障
が
い
な

ど
に
よ
り
除
雪
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
世
帯

（
住
民
票
上
の
世
帯
が
別
で
も
、

同
じ
家
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
同

居
と
見
な
し
ま
す
。）

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
事
業

は
、
近
所
に
親
類
等
が
い
る
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

■
申
込
み
方
法

・
利
用
申
請
書
に
利
用
者
負
担
金

を
添
え
て
、
役
場
福
祉
厚
生
課

（
健
康
一
番
館
）
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

除
雪
事
業
（
玄
関
前
の
除
雪
）

の
申
込
み
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
同
意
が
必
要
で
す
。

・
福
祉
厚
生
課
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た

は
民
生
委
員
を
通
し
て
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
話
で

の
仮
受
付
も
行
い
ま
す
。

・
利
用
が
決
定
し
た
世
帯
に
は
、

決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
申
込
書
は
、
福
祉
厚
生
課
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
他
、
増
毛
町

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
課
情

報
・
福
祉
厚
生
課
・
介
護
保
険

係
の
ペ
ー
ジ
か
ら
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

屋
根
及
び
家
の
ま
わ
り
の

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

■
除
雪
内
容

・
平
成

年
　
月
１
日
か
ら
平
成

２８

１２

　
年
３
月
　
日
の
期
間
中
、
自

２９

２０

宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
窓
の

下
、
軒
先
等
の
除
雪
及
び
緊
急

避
難
口
の
確
保
を
年
２
回
ま
で

行
い
ま
す
。

・
３
回
目
の
除
雪
が
必
要
な
場
合

は
、
改
め
て
申
込
み
が
必
要
で

す
。

■
負
担
金

・
１
埀
０
０
０
円
（
納
付
さ
れ
た

負
担
金
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
）

・
３
回
目
は
１
回
５
０
０
円

■
申
込
期
限
　

・
平
成

年
２
月
　
日
ま
で
（
３

２９

２８

回
目
の
申
込
は
、
３
月
も
受
け

付
け
ま
す
）

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
事
業

■
除
雪
内
容

・
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成

２８

１２

　
年
３
月
　
日
の
期
間
中
、
除

２９

２０

雪
車
が
出
動
し
た
と
き
の
午
前

中
や
大
雪
の
時
に
、
玄
関
か
ら

生
活
道
路
ま
で
の
幅
お
お
む
ね

　
セ
ン
チ
を
、
申
込
者
が
指
定

８０し
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
除

雪
を
行
い
ま
す
。

■
負
担
額
　
　
１
埀
０
０
０
円

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
受
け
取
る
額

　
　
　
　
　
１
０
埀
０
０
０
円

■
申
込
期
限
等

平
成
　
年
１
月
　
日
ま
で
と
し

２９

２７

ま
す
が
、
先
着
　
名
で
締
め
切

２０

り
ま
す
。

 
役
場
福
祉
厚
生
課
介
護
保
険
係

　
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１

（
内
線
５
１
８
、
５
１
９
）

　
町
民
の
皆
様
へ

　
玄
関
前
の
除
雪
が
で
き
な
い
た

め
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
が
い
ま

す
。
　
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
支
え
あ

い
で
行
う
も
の
で
す
。
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
下
さ

る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
福
祉
厚
生

課
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

除雪サービス
のお知らせ

高齢者世帯等を
対象にした

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合

と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成28年１月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年

度分や追納された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を

支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成28年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受ける為には、年末調

整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要とな

ります。　このため、平成28年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に

は、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、

申告書の提出の際には必ずこの証明書又は領収証書を添付してください。（平成28年10月１日から

12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られ

ます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故な

ど万一の時にも心強い味方となる制度です。保険料は納め忘れの

無いようきちんと納めましょう。

マーシーの年金相談
納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

問合せ先

留萌年金事務所　43－7211

役場保険年金係　53－1113
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消
防
署
で
は
、　

月
　
日
か
ら
の
全
道
一
斉
火
災
予
防
運
動

１０

１５

の
実
施
に
合
わ
せ
、
消
防
車
・
各
分
団
積
載
車
の
合
計
７
台
で

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。　

日
に
は
町
内
２
カ
所
（
中

１７

央
ス
ー
パ
ー
増
毛
店
前
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
増
毛
暑
寒
町
店

前
）
に
お
い
て
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。
啓
発
用
チ
ラ
シ

と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
買
い
物
に
来
た
お
客
様
へ
消
防
職

員
や
、
女
性
消
防
団
員
の
手
か
ら
「
火
の
元
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
声
を
掛
け
な
が
ら
配
布
し
ま
し
た
。

※
消
防
署
で
は
、
各
事
業
所
、
各
自
治
体
に
お
い
て
避
難
訓
練

や
救
命
講
習
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 
増
毛
町
消
防
本
部
　
予
防
課
 
５
３
倆
２
１
７
５

増 毛 町 消 防 団 入 団 者 募 集

　消防団は火災などの災害活動をはじめ、応急救護や火災を未然に防ぐ為の啓発活動などを

行っています。近年、団員の確保が厳しい状況にあり、一人でも多くの方の協力が必要です。

入団条件は、

　①増毛町に「居住」又は「勤務」している方

　②年齢が18 歳以上の方

　③心身共に健康な方以上の項目を満たし、

　　地域に貢献したいと思う方

　※男女問わず大歓迎です。

活動内容の詳細説明や消防団に関する問い合わせは消防本部までご連絡下さい。

〈お問い合わせ　増毛町消防本部総務課　53－2175〉

～ 団長の言葉 ～

　消防団員は「自分達の町は自分達で守る」という郷土愛の精神に基

づき、災害等が発生した際には、地域住民の生命と財産を守るという

使命を持ち、日頃の訓練や消防活動を行っています。

　現在、全国の消防団では、団員の高齢化と減少が深刻な問題となっ

ております。私たちが住むこの町でも団員の減少により地域防災力の

低下が懸念されます。地域防災力の向上と安心安全な町づくりのため

にも、町民の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　増毛町消防団　団長　横 内 新 樹　

平
成
　
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

２８
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
！
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増
毛
町
防
犯
協
会
は
、

　
月
　

日（
火
）～
　

日

１０

１１

２０

（
木
）ま
で
の
「
秋
の
全
国

地
域
安
全
運
動
」
に
合
わ

せ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
強

化
の
一
環
と
し
て
、
留
萌

警
察
署
職
員
の
協
力
の
も
と
、
地
域
を
巡
回
し
住

宅
の
施
錠
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
日（
日
）の
午
前
　
時
か
ら
阿
分
、
舎
熊
地
区

１６

１０

の
住
宅
２
２
２
件
を
訪
問
し
、
施
錠
を
確
認
。
不

在
で
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
が
　
件
、
在
宅
中
で
カ
ギ

２１

を
か
け
て
な
い
住
宅
が
　
件
と
い
う
結
果
で
し
た
。

８５

　
最
近
町
内
で
は
訪
問
販
売
を
装
っ
た
空
き
巣
が

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
在
宅
中
も
カ
ギ
を
か
け
、

も
し
不
審
者
が
訪
問
し
て
き
た
場
合
は
、
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
や
ド
ア
チ
ェ
ー
ン
ご
し
に
対
応
す
る

な
ど
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
月
　
日
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
防
犯
意

１０

１６

識
の
向
上
と
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
間
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
増
毛
町
防
犯
協
会
主
催

の
標
記
大
会
が
舎
熊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
　
名
が
ス
コ
ア
を
競
い
ま
し
た
。

３４

　
Ｊ
Ｒ
舎
熊
駅
の
奥
に
あ
る
舎
熊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
、
つ
つ
じ
コ
ー
ス
と
す
い
せ
ん
コ
ー
ス
そ
れ

ぞ
れ
９
ホ
ー
ル
の
計
　
ホ
ー
ル
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

１８

フ
愛
好
家
の
中
に
も
初
め
て
プ
レ
ー
す
る
選
手
が

ち
ら
ほ
ら
。

　
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る

う
ね
り
や
深
い
ブ
ッ
シ
ュ

に
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
た
ち

は
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
で
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

在
宅
中
も

　
戸
締
ま
り
を
！

第
１
回
 増
毛
町
防
犯
協
会
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
！

増毛町防犯協会

　裁判員制度は、平成21年５月21日から施行され、平成27年

には、6767人の方が裁判員として裁判に参加されています

（同期間に判決が言い渡された裁判員裁判は合計1104件で

す）。国民の皆さまの積極的な参加により、裁判員制度は円

滑に実施されています。裁判員制度は、国民の皆さまのご協

力なしには成り立たない制度ですので、引き続きご理解とご

協力をお願いいたします。

　平成29年の裁判員候補者名簿に登録された方には、本

年11月中旬に名簿に登録されたことの通知（名簿記載通

知）をお送りします（平成29年１月１日時点で20歳以上

の方に限られます）。この通知は、来年２月ころから平

成30年２月ころまでの間に裁判所にお越しいただき、裁

判員に選ばれる可能性があることを事前にお伝えし、あ

らかじめ心づもりをしていただくためのものです。

　なお、この段階では、まだ具体的な事件の裁判員候補

者に選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所に

お越しいただく必要はありません（実際に裁判所にお越

しいただくことになった場合には、別途お知らせしま

す）。

☆ 裁判員候補者名簿記載通知について

【選任手続期日当日】
裁判所での選任手続

今年
選任手続の流れ

来年以降
【裁判の６週間前まで】
選任手続期日のお知らせ
・質問票の送付

【11月中旬】
候補者への通知
調査票の送付

【10月中旬～下旬】
名簿の作成

裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁判判判判判判判判判判判判判員員員員員員員員員員員員員制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度～～～～～～～～～～～～～まままままままままままままもももももももももももももなななななななななななななくくくくくくくくくくくくく名名名名名名名名名名名名名簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿記記記記記記記記記記記記記載載載載載載載載載載載載載通通通通通通通通通通通通通知知知知知知知知知知知知知ををををををををををををを発発発発発発発発発発発発発送送送送送送送送送送送送送しししししししししししししままままままままままままますすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！



����� ������������

����
�����

�������������

������������

������������

�������������

����������

���������������

��������	�
����

�������	���
��
�	������������������ !"���

�������	�

����������������������

����������
������������

������������

�������	
��
���������

�������	
��
������
�������	
��������
��������	
��
���

�������	
��

������������	
�
�������	
��
���������

���������	
��
������������	
��
����������������

���������	
��
�������������������

�������	
��
����������������������	

�������	
��
������������������� �

�������	
��
�����������������
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
�
�


�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
���
�
�
	


�
�
�
�
��
�
���
�

��

��

��

�����
���
���
�
�
�
�
�
�
�
��
���
�
�
�
�



�������	
��
���������
��������	
������������������������������	
����
�������	���
����������
�������

���������

�����������	
��
��
�������������������
�������	
��
��������������
������

��

�����������������������
���������������������������������������	
��
�������
��

���������������

�������	
��

������������������������������������
����������	
��
������

�������	���������������������	
���
�������
�������

���������������
�������	
�����������������������������	
��
��������

���������������������
�����������	
��
��������

�����������������
�������	
��
��������������
������

����

�������	������������������������
���������	����������������������
���������	
��
�������������

����������
��������	
��
��������
�����������������
���������	
���
����

���������	
��
��
��������������������

�������	
��������
��������	������������
�������	
��
�����������

�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
��
��
��
��

����
�
�
����

�
�
��
�
��
�
�
�
�
�

�������	
��
���������������������	
��
���������������
�������	
��
���������

�������������������������������������
�������	
��
������������������������	
��
������������������
��������
�������	
��
������������������������	
��
����������������
�������������������
�������	
����
�������������	��������������������	
��
��
�������	
��
��

�������	
���

��������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������

���������������	
��
����������������������	
�	�
���	����

����
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�� ��

�����

�����������

���������

���������

�����������

���

�����������

�������

�����������

�����������

�����������

���

�����

�����������

���

�����������

�����������

���������

�����������

���

�����

�����������

��




